
＊平成21年4月1日　東京都保健医療公社に運営移管
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■脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

■運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

■呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

施設基準

診療体制

平成２３年度

医療施設

記入年月日：平成　25年　　3月　15日

※指定を受けたことによる診療体制の変更点や地域支援を実施する専門スタッフの充足状況等を記入
してください。
      特になし

医療従事
者

平成25年度地域リハビリテーション支援センター再指定に係る調査票

医療機関名：（公財）東京都保健医療公社豊島病院

（　区西北部二次保健医療圏　）板橋区栄町３３番１号

□訪問リハビリ（□医療保険□介護保険）　□通所リハビリ（介護保険）

健康保険法による保険医療機関、保険薬局、第二種感染症指定医療機関、結核予防法による指定
医療機関、生活保護法による指定医療機関、身体障害者福祉法による更生医療を担当する病院、
児童福祉法による指定育成医療機関、被爆者援護法による指定医療機関、母子保健法による養育
医療機関、労災保険指定病院、東京都エイズ診療拠点病院、救急病院、東京都指定二次救急医療
機関、精神科夜間休日救急診療、精神科患者身体合併症医療、周産期連携病院、臨床研修を行う
病院（医師法第16条の２第１項）、臨床研修を行う病院（歯科）、区西北部二次保健医療圏地域
リハビリテーション支援センター、東京都肝臓専門医療機関、措置入院指定病床（14床）、応急
入院指定病院（１床）、地域医療支援病院認定施設、NST（栄養サポートチーム）稼働施設、DPC
対象病院

（東京都保健医療公社設立目的）
地域医療のシステム化を推進し、包括的･合理的な医療供給体制の確立を図るため、 地
域医療に関する調査･研究を行うとともに、住民が必要とする保健医療サービスの提供等
を行い、住民の医療と福祉の向上に寄与することを目的とする。

診療科目

開設年月日

所在地

設置目的

平成２４年度

内科、循環器内科、神経内科、緩和ケア内科、精神科、小児科、外科、整形外科、脳神
経外科、形成外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、リハビリ
テーション科、放射線科、歯科口腔外科、感染症内科、麻酔科

指定医療

一般病床　　415　床（うちリハビリ専門病床　　14　床）

地域におけるリハビリテーションの拠点病院としての役割を果たすことのできる専門的医療体制を有
すること

２　指定要件の充足状況

１　病院の概要

なし

病床数
訪問・通所リハビリ

併設施設

昭和7年10月1日



②

③

→

紹介患者数 8735人 → 7480人

（うちリハ部門） 56人 → 51人

逆紹介患者数 7222人 → 6288人

（うちリハ部門） 95人 → 75人

紹介率 63.6% → 63.2%

（うちリハ部門） 91.8% → 86.4%

逆紹介率 46.8% → 46.8%

（うちリハ部門）　 155.7% → 127.1%

登録医数 692名 → 705名

（うちリハ部門） 名 → 名

連携病院数 件 → 件

（うちリハ部門）　 件 → 件

→

１件 → ２件

１件 → １件

３　平成２３、２４年度地域リハビリテーション支援事業実績報告書

４　平成２５年度地域リハビリテーション支援事業実施計画（参考）

リハビリテーション従事者の底上げを図るとともに、かかりつけ医へのリハビリテーションに係る知識･
技術情報の提供することにより、区市町村の在宅リハビリテーション支援事業を支援できる体制にある
こと

医療機関
との連携
状況

医療機関
との連携
状況

連携体制

事例検討会等の開催件数

※ケアマネジャーへの研修などの取組状況について、具体的に記入して下さい。
　
　　平成24年度にケアマネジャー向け研修会計２回（第１回平成24年７月７日、第２回
　平成25年２月28日）開催した。また、第１回の研修会の後に、地域のリハビリテーション
　病院のスタッフとケアマネジャーとの交流会を開催し意見交換の場を提供した。

※症例発表会などの取組状況について、具体的に記入して下さい。

　　年１回、区西北部地域のリハビリテーション従事者を対象に『生活支援に関するリハ・
　ケア事例検討会』を開催した。豊島病院と協力病院である大塚病院により、それぞれ
　かかりつけ医向けの研修会を実施した。その他、地域が主催する研修会等への講師派遣、
　具体的な事例、講義の要望に対しては、リハビリ出前相談、研修会を実施した。

ケアマネジャーとのリハビリテーションに係る意見交換の場を提供するとともに、ケアマネジャーに対
してリハビリテーションの知識･技術等に関する研修を実施することにより、介護リハビリテーションの
利用促進が図られる体制にあること。

支援体制

他の医療機関、福祉施設等との連携、協力関係を有すること

実施計画書 別紙２のとおり

別紙１のとおり実施報告書

連絡会の設置

※急性期、回復期、維持期の流れを踏まえたリハビリテーションにおける連携状況を記入してくださ
い。　院内他科からの積極的なリハビリテーション（リハ）適応患者、また近隣の急性期病院か
　　　 らのリハ適応患者は併存疾患に拘らず早期から受け入れ、自宅復帰を目標とした集中的
　　　 なリハを実施している。ケアマネージャーとも連携し、退院後は外来リハを行いながら、徐々
　　   に介護保険サービスに移行するよう調整している。維持期の機能低下例に対しては家族
　　   指導も含めた短期集中リハ（入院、外来）を実施している。

■有　　　　□無
※連絡会の人数、構成員等（連絡協議会）
　○区西北部地域リハビリテーション協議会　40名
　　リハビリテーション実施医療機関、地区医師会、区役所、関係

団体

　○板橋区地域リハビリテーション連携会議　18名
　　医療機関、ケアマネジャー、通所介護事業所、訪問介護事業
所、

連絡会の開催件数

平成２３年度 平成２４年度

連絡会、
事例検討
会の開催

平成２３年度 平成２４年度（１月現在）


